
 

 

 

（資料７） 
 

海洋開発関係省庁連絡会議議事概要 

 

 

 １．日  時：平成１７年８月３０日 １０：００～１０：４０ 

 

 ２．場  所：内閣府本府庁舎３階特別会議室 

 

 ３．出席省庁：副議長 文部科学省研究開発局 森口局長 

内閣官房副長官補室（奈良参事官、稲田参事官補佐）、文部科学省（研

究開発局海洋地球課 佐藤課長、研究開発局海洋地球課 大洞課長補佐）、

総務省（情報通信政策局技術政策課 武井課長）、外務省（経済安全保

障課海洋室 岩藤企画官）、農林水産省（水産庁企画課 坂井課長）、

経済産業省（資源エネルギー庁鉱物資源課 朝日課長）、国土交通省（総

合政策局海洋室 馬場崎室長、河川局海岸室 野田海洋開発官、国土計

画局海洋計画室 川上企画専門官）、環境省（地球環境局環境保全対策

課 田中課長補佐） 

         

 ４．議論等の概要 

①平成18年度の概算要求に向けた各省の重要施策について 

資料１～7に沿って、平成18年度の概算要求の重点事項について、文部科学省、

総務省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省からそれぞれ説明を行った。 

 

この事項に関する質疑は以下のとおり 

・ 資源エネルギー庁の三次元物理探査船はいつ完成か。（文部科学省） 

・ 約３年で完成する予定である。（経済産業省） 

 

②通常国会における海洋関係法案について 

資料8に沿って、前回の連絡会議において説明された法案については、先般の通

常国会で無事成立した旨、国土交通省より報告、説明があった。 

 

③その他 

部会等の設置について、適当なものがあれば、適宜、各省からの提案を頂きたい

旨、連絡があった。 

また、次回連絡会議は２月頃開催し、政府予算案を踏まえた次年度の推進計画の

策定・公表及び通常国会における海洋関係法案の整理等に関する事項について審

議を行う予定であることについて、連絡があった。 

 

 

以上 


